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▲制作だけではなく、補修の相談なども

　３月６日、窪川小学校の６年生と拳ノ川小学校の児童 46人が片坂バイパスの一部、四万十町金上野と黒潮町市野瀬
地区をつなぐ金上野トンネルの作業現場を見学。両校の児童が内壁に自分の名前や夢や今の気持ちなどをチョークで書
き、内装板（タイルパネル）を固定するアンカーを自分の手で締め付け作業しました。
　四万十町西 ICから拳ノ川 IC（仮称）間は平成30年度開通を予定しています。成長した児童が車でトンネルを通る時、
町境に取り付けられた内装板の下の、自分が記した言葉を思い出す日がくることが楽しみです。

topics&reportまちの話題

今
月
の

　梅
原
さ
ん
は
須
崎
市
出
身
の
28

歳
。惜
し
く
も
甲
子
園
出
場
は
な

ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
高
知
中
高
で

主
将
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
捕
手
。ナ
イ
ン
の
中

で
唯
一、
全
体
を
見
渡
せ
る
ポ
ジ

シ
ョン
と
し
て
、
ポ
ジ
シ
ョン
ご
と
の

守
備
の
特
性
を
見
極
め
て
き
ま
し

た
。こ
の
こ
と
は
、現
在
の
グ
ラ
ブ
づ

く
り
に
と
て
も
役
立
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

　梅
原
さ
ん
は
、
高
校
卒
業
と
同

時
に
、
新
居
浜
に
あ
る
グ
ラ
ブ
製

造
会
社
に
就
職
。大
手
メ
ー
カ
ー

か
ら
の
オ
ー
ダ
ー
な
ど
に
も
応
え

て
い
ま
し
た
。も
と
も
と
、
10
年
修

行
を
し
た
後
、
独
立
し
て
自
分
の

工
房
を
持
と
う
と
い
う
目
標
が

あ
っ
た
の
だ
そ
う
で
す
。そ
し
て
、

そ
の
10
年
が
経
ち
、
同
時
に
結
婚

す
る
こ
と
も
あ
って
、
昨
年
の
5
月
、

思
い
切
っ
て
独
立
に
踏
み
切
り
ま

し
た
。こ
の
地
を
選
ん
だ
の
は
、
親

戚
の
家
が
あ
り
、
幼
い
頃
か
ら
頻

繁
に
遊
び
に
き
て
い
た
と
こ
ろ
だ
っ

た
の
で
、
な
じ
み
が
と
て
も
深
か
っ

た
か
ら
。「
住
ん
だ
こ
と
は
無
か
っ

た
け
れ
ど
土
地
勘
は
あ
り
ま
し

た
」　工

房
に
は
、革
の
裁
断
機
な
ど
の

専
用
の
機
械
が
並
び
ま
す
。革
の

質
、手
の
形
、握
り
方
、デ
ザ
イ
ン
な

ど
な
ど
、
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
細
か
い

要
望
を
聞
き
取
っ
て
、
リ
ク
エ
ス
ト

に
応
え
ま
す
。出
来
上
が
っ
た
グ
ラ

ブ
は
、ユ
ー
ザ
ー
に
と
って
は
、
ま
る

で
「
も
う
ひ
と
つ
の
手
」
そ
の
人
だ

け
の
グ
ラ
ブ
が
で
き
上
が
り
ま
す
。

　そ
の
昔
は
、
一
流
の
プ
ロ
だ
け
が

持
っ
て
い
た
完
全
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

の
グ
ラ
ブ
で
す
が
、
今
や
、一般
の
プ

レ
イ
ヤ
ー
に
も
そ
の
喜
び
を
味
わ

え
る
時
代
。特
に
高
校
球
児
も
自

分
モ
デ
ル
の
グ
ラ
ブ
で
プ
レ
ー
を
で

き
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。そ
の

手
助
け
に
、
梅
原
さ
ん
は
大
き
く

貢
献
し
て
い
ま
す
。今
年
の
選
抜

大
会
に
出
場
す
る
、
梅
原
さ
ん
の

母
校
で
あ
る
高
知
高
校
に
も
、
た

く
さ
ん
の
ユ
ー
ザ
ー
が
い
ま
す
。

　梅
原
さ
ん
い
わ
く
「
現
役
の
頃
の
、

フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
を
し
た
時
の
喜
び

よ
り
も
、
ユ
ー
ザ
ー
の
方
が
、
僕
が

作
っ
た
グ
ラ
ブ
で
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
を

し
た
時
の
喜
び
の
方
が
大
き
い
で

す
！
」さ
ら
に「
野
球
そ
の
も
の
の
普

及
に
も
、
僕
の
グ
ラ
ブ
作
り
が
貢
献

で
き
る
と
い
い
な
ぁ
と
思
い
ま
す
」

　と
こ
ろ
で
、梅
原
さ
ん
の
同
世
代

と
い
え
ば
、
ま
ー
君
と
ハン
カ
チ
王

子
な
ん
だ
そ
う
で
す
。

かずあき

梅原 和晃さん
（平串）

うめはら

お
ぼ
ろ
づ
き  

よ

▲アンカーの締め付け作業の指導を受ける児童

◀タイルパネル取り付け前の内壁をバックに記念撮影

グ
ラ
ブ
作
り
で
野
球
の
普
及
に
貢
献
し
た
い
！

四万十町・黒潮町児童　国道５６号線片坂バイパス現場見学会　

四万十ポリス会長
市川 純朗 さん

　
春
の
夜
空
に
月
が
ほ
の
か
に
霞

ん
で
い
る
情
景
を
指
す
言
葉
で
、

「
朧
」
と
い
う
漢
字
に
は
、
「
ぼ

ん
や
り
と
か
す
ん
で
い
る
様
」

「
は
っ
き
り
し
な
い
様
」
の
意
味

が
あ
り
、
「
朧
豆
腐
（
か
た
ま
り

か
け
の
豆
腐
）
」
や
「
朧
ま
ん

じ
ゅ
う
（
中
の
あ
ん
こ
が
う
っ
す
ら
と
見
え
る
）
」
な
ど
に
も

使
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
「
意
識
が
朦
朧
と
す
る
」
な
ど
に
も
使

う
漢
字
で
す
。
「
か
す
ん
だ
月
」
と
い
う
と
あ
ま
り
い
い
イ

メ
ー
ジ
は
な
い
の
で
す
が
、
「
朧
月
」
と
い
う
響
き
に
は
、
な

ん
だ
か
風
情
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
同
名
の
文
部
省
唱
歌

の
歌
詞
か
ら
も
春
の
夕
暮
れ
時
が
目
に
浮
か
ん
で
く
る
よ
う
で

す
。

　
し
か
し
、
近
年
は
中
国
大
陸
か
ら
の
黄
砂
や
p
m
2
.
5
の

飛
散
も
あ
り
、
安
心
し
て
朧
月
を
楽
し
め
る
機
会
が
少
な
く

な
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
　

朧
月
夜

季
節
の
風
景 

４
月

♪ 

菜
の
花
畑
に
　
入
り
日
薄
れ
　

　 

見
渡
す
山
の
端
　
霞
ふ
か
し

 

　
春
風
そ
よ
ふ
く
　
空
を
見
れ
ば

 

　
夕
月
か
か
り
て
　
に
ほ
い
淡
し

　四万十町食生活改善推進協議会（ヘルスメイト）窪川支部と十和支部が、
食を通じた健康づくりへの取り組みが評価され、「栄養関係功労者高知県知
事表彰」を受賞しました。「今後も私たちの健康は、私たちの手でをモットーに、
学校訪問や講習会などの活動を通じて、本町の食育の推進に努めていきま
す。」と話していました。

　町内で防犯活動に取り組む四万十ポリスが、このたび、高知県安全安心まちづくり功労団
体等表彰を受賞しました。
　四万十ポリスは平成15 年の結成以来、通学路の見守り活動や各種イベント時における夜
間パトロールなどの防犯活動を実施するなど、地域の安全安心な生活の確保に尽力しており、
今回の受賞はそれらの功績が認められたものです。
　四万十ポリスの市川純朗会長は、「今回の受賞を励みに、会員一同今後も安全安心な四
万十町の実現のため、各種防犯活動への取り組みを継続していく。」と意気込んでいました。

四万十ポリス

も
う
ろ
う

　３月18 日、四万十川一斉清掃を、多くの地域住民、町内事業者の協力により
実施。また、ゴミの収集運搬では、町内建設業者からダンプと運転手の派遣協
力もいただきました。今年度の一斉清掃で回収したゴミの総量は、前年度
とほぼ同量の8,840kg（前年度は8,700kg）という結果となりました。
早朝よりご参加いただき、本当にありがとうございました。

『四万十川一斉清掃』を行いました

が 功労団体表彰を受賞

く
も
り
た
る
古
鏡
の
如
し
朧
月

　 高
浜
虚
子

こ
き
ょ
う

浜田 泰子さん
窪川支部

芝 澄子さん
十和支部
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topics&reportまちの話題

　２月４日、第 54回四万十町窪川ロードレース大会が開催されました。
この大会は小学５・６年生から壮年の部までの11部門で競われる大会です。
当日は高知県内から集まった90名（申込 138 名）が日ごろの練習の成果を発揮し、力走を見せてくれました。

第55回

四万十町窪川ロードレース大会　開催

■小学5･6年男子の部（2㎞）

後藤 拓歩
藤田 和凪
森田 康平
半山 大雅
矢野 陽斗
大和田 春

7分25秒
7分39秒
7分54秒
8分05秒
8分09秒
8分10秒

1
2
3
4
5
6

順位
6
6
6
5
5
6

学年 記　録氏　名
吉良川小学校
窪川ＪＲＣ
窪川ＳＣ
大月小学校
米奥小学校
安田小学校

所　属
■小学5･6年女子の部（2㎞）

豊田　梨心
中平愛里好
宮川　和珠
岩下　陽海
那須　歩美
濵田　羽音

7分49秒
7分56秒
8分05秒
8分06秒
8分15秒
8分35秒

1
2
3
4
5
6

順位
5
5
6
6
6
6

学年 記　録氏　名
大月小学校
大月小学校
吉良川小学校
南国鉄人クラブ
大月小学校
大月小学校

所　属

■中学1年男子の部（3㎞）

濱口 純平
久川 碧斗
山﨑 迅人
横矢 陸
政岡 星凪

10分08秒
11分36秒
11分58秒
15分22秒
15分57秒

1
2
3
4
5

順位
1
1
1
1
1

学年 記　録氏　名
日高中学校
東津野中学校
窪川ＳＣ
上ノ加江中学校
上ノ加江中学校

所　属
■中学女子の部（3㎞）

白木ひなの
楠瀬　莉奈
吉松　真穂
岡本　花凛
芝　　晴香
中野　美月

11分15秒
11分21秒
11分26秒
11分44秒
11分58秒
12分05秒

1
2
3
4
5
6

順位
1
2
1
1
2
2

学年 記　録氏　名
市立中村中学校
香長中学校
大月中学校
香長中学校
十川中学校
大月中学校

所　属

■高校女子の部（5㎞）

澤本沙久羅
弘光　美紅
福田　サラ

17分59秒
18分00秒
18分19秒

1
2
3

順位
2
2
1

学年 記　録氏　名
山田高校
山田高校
幡多農業高校

所　属

■一般女子の部（5㎞）

揚田 奈穂 21分22秒1
順位

37
年齢 記　録氏　名

四国銀行
所　属

■壮年女子の部（5㎞）

細川 佐恵 30分09秒1
順位

63
年齢 記　録氏　名

ＭＪ高知９２０
所　属

■一般男子の部（10㎞）

小島 志郎
武田 真幸
松本 泰明
谷　 正道
三宮 慎司
弘瀬 伸一

36分04秒
37分43秒
39分48秒
42分46秒
48分21秒
53分35秒

1
2
3
4
5
6

順位
20
32
37
38
59
38

年齢 記　録氏　名
佐川陸上クラブ
窪川陸上クラブ
高知市
津野町チーム「楽」
四銀ウルトラマラソン
四万十市

所　属
■壮年男子の部（5㎞）

國本 武恆
中平 伸幸
遠藤 紀元
吉松 昭人
細川 博義
北川 鉄男

17分57秒
18分23秒
18分54秒
19分07秒
21分08秒
25分44秒

1
2
3
4
5
6

順位
45
55
44
47
62
66

年齢 記　録氏　名
窪川陸上クラブ
窪川陸上クラブ
土佐ＡＣ
幡多陸上クラブ
土佐ＡＣ
高知市

所　属

■高校男子の部（10㎞）

藤山 楓斗
飛﨑 悠太
濱口 和孝
松田 直優
小松 和臣
脇本 　凌

33分21秒
33分24秒
33分24秒
36分10秒
36分57秒
37分24秒

1
2
3
4
5
6

順位
1
2
2
1
2
1

学年 記　録氏　名
高知工業高校
高知工業高校
高知工業高校
宿毛工業高校
高知工業高校
幡多農業高校

所　属

■中学2・3年男子の部（5㎞）

北村　 天
立野　 凜
和泉　 碧
小松 奏汰
浜田 康平
細川 成也

17分26秒
17分27秒
17分56秒
18分09秒
18分13秒
19分13秒

1
2
3
4
5
6

順位
3
2
2
3
2
3

学年 記　録氏　名
香長中学校
高岡中学校
日高中学校
香長中学校
日高中学校
香長中学校

所　属

四万十町子ども会駅伝大会　第35回 四万十町勤労者駅伝大会第12回

　２月11日、第35回四万十町子ども会駅伝大会ならびに第12回四万十町勤労者駅伝大会が四万十松葉川コース（５区間、
１１.１ｋｍ）で開催されました。
　子ども会29チーム、勤労者21チームが出走し、各チーム協力してタスキをつなぎました。結果は次のとおりです。

■子ども会駅伝男子の部　団体

窪川小Ａ
北ノ川スポ少A
仁井田小Ａ
窪川小Ｂ
東又Ｂ(ボーイズ) 
七里Ａ

45分29秒
47分01秒
47分19秒
47分26秒
49分09秒
49分31秒

1
2
3
4
5
6

順位 記　録チーム名

■子ども会駅伝男子の部　区間賞

東又Ｂ(ボーイズ)
窪川小Ａ
窪川小Ａ
仁井田小Ａ
北ノ川スポ少A

池上 晃太
林　 優成
林　 優和
豊田　 遼
秋田 光喜

第1区
第２区
第３区
第４区
第５区

区分 氏　名
10分33秒
5分17秒
10分41秒
6分10秒
11分46秒

記　録チーム名

■子ども会駅伝女子の部　団体

窪川小Ｃ
影野Ｂ
東又５
窪川小Ｄ
七里Ｆ
川口小Ｄ

52分29秒
52分59秒
52分59秒
54分24秒
55分47秒
56分28秒

1
2
3
4
5
6

順位 記　録チーム名

■子ども会駅伝女子の部　区間賞

影野Ｂ
北ノ川スポ少A
窪川小Ｃ
窪川小Ｃ
影野Ｂ

岡山 依都
杉本　薫
若林 寿紗
板岡　燕
西村 涼花

第1区
第２区
第３区
第４区
第５区

区分 氏　名
12分33秒
5分57秒
11分32秒
6分47秒
12分58秒

記　録チーム名

■勤労者駅伝　区間賞

四万十清流消防署
四万十清流消防署
窪川中PTA
窪川中PTAスーパー4
高幡自動車

國本 武恆
中城 将幸
川上 悠磨
野中 裕子
植田 和久

第1区
第２区
第３区
第４区
第５区

区分 氏　名
9分14秒
5分07秒
8分39秒
5分31秒
10分02秒

記　録チーム名

▲勤労者　優勝

▲勤労者　区間賞▲子ども会女子　区間賞▲子ども会男子　区間賞

▲子ども会男子　優勝

▲優勝者

▲子ども会女子　優勝

■勤労者駅伝　団体の部

四万十清流消防署
高幡自動車
松葉食堂
窪川中PTAスーパー4
ちぃむまさお
Ｈスマイル

40分12秒
41分04秒
41分18秒
42分53秒
43分57秒
44分45秒

1
2
3
4
5
6

順位 記　録チーム名
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町の預金と借金残高（一般会計）
年　　度 積立基金（預金）残高 町債（借金）残高

平成 30 年度見込額
平成 29 年度見込額
平成 28 年度決算額

104 億 6,804 万円
101 億 5,995 万円
91億 9,448 万円

190 億 7,632 万円
188 億 2,825 万円
198 億 9,702 万円

平成30年度当初予算の概要一般会計当初予算の概要 一般会計総額　166億 3,500 万円
［ 対前年度当初比＋8億 4,000 万円・＋5.3％ ］

■ 平成30年度当初予算が可決されました
　四万十町の平成 30年度当初予算が町議会 3月定例会で可決されましたので、概要についてお知らせします。
　一般会計における予算総額は、ふるさと納税の返礼品や事務経費、基金積立金といったふるさと納税関連経費20億
7,200万円（前年度当初比で1 億 3,281万円の増）の影響などにより、前年度と比較して8 億 4,000万円（5．3％）増
加の 166 億 3,500 万円となりました。
　また、国民健康保険事業などの 9特別会計と水道事業会計を加えた全会計の純計（重複分を差し引いた）予算規模は
223 億 2,553 万円となっています。

区　　　分
（1） 自　主　財　源

構成比

【歳入】

48億 9,736万円
16 億 4,218 万円
3億 6,698 万円
13億　　0万円
13億 4,671 万円
2億 4,149 万円

117億 3,764万円
4 億 8,800 万円
64億 3,160 万円
14億 8,233 万円
15億 2,231 万円
18億 1,340 万円
166億 3,500万円

29.4%
9.9%
2.2%
7.8%
8.1%
1.4%
70.6%
2.9%
38.7%
8.9%
9.2%
10.9%
100.0%

（2） 依　存　財　源

合　　　計（1）+（2）

譲与税及び交付金等
地  方  交  付  税
国 庫 支 出 金
県  支  出  金
町　　　　  債

区　　　分
（1）義 務 的 経 費

構成比

【歳出】　［性質別］

町民1人あたりの予算額：951,496 円

人　　件　　費
扶　　助　　費
公　　債　　費

（2）投 資 的 経 費

（3）そ の 他 の 経 費

合　計（1）+（2）+（3）

普 通 建 設 事 業
災 害 復 旧 事 業

物　　件　　費
補   助   費   等
積 立 金
繰 出 金
そ　　の　　他

【メモ】
　町債は、公共施設の建設などの財源として町が借り入れるお
金で、いわゆる借金です。しかし、個人の借金とは違って、将来
その返済 (元利償還金 )の一部が、地方交付税として国から交
付 (算入 )されるものが多数あります。
　 左表の平成 28年度決算額では、一般会計の町債残高が 198
億 9,702 万円となっていますが、そのうち地方交付税で交付さ
れるものなどを除き、町が支払う実質の負担額は 44億 7,141
万円（町債残高の 22.5％相当額）となっています。

目
的
別
一
般
会
計
歳
出

議会費
6,859 円

（1億1,991万円） （33億9,892万円） （14億190万円）

（13億7,098万円） （11億7,636万円） （19億4,551万円）

民生費
194,413 円

農林水産業費
80,186 円 

土木費
78,418 円 

教育費
67,286 円 

公債費
111,280 円

総務費
254,379 円

（44億4,731万円）

★詳細については、町ホームページ
　「四万十町の財政状況」コーナーで公表しています。

（12億62万円） （2億8,383万円）

（10億2,515万円） （2億4,442万円） （2,009万円）

衛生費
68,674 円 

商工費
16,235 円

消防費
58,637 円 

災害復旧費
13,980 円 

その他
1,149 円
労 働 費
諸支出金
予 備 費

〔お問い合わせ先〕 　総務課　財政班　☎22-3111

■ 予算編成の基本方針

☞  第２次総合振興計画の推進

☞ 人口減少の克服と地方創生を目指して ☞  町民参画と行政の透明性の向上

☞ 徹底した行財政改革と中・長期的な
　 視点に立った予算編成への取り組み～ まちの将来像「山・川・海 自然が 人が元気です 四万十町」の実現 ～

～「まち・ひと・しごと創生総合戦略」に掲げた基本目標のより一層の推進 ～

② 四万十町への新しい
　 人の流れをつくる

① 地域の特性を
　 生かした雇用を
　 創出する

③ 若い世代の結婚・
　 出産・子育ての
　 希望をかなえる

④ 時代に合った地域
 　をつくり、安心な
 　くらしを守る

■ 一般会計の主要事業

雇用促進、複合経営拠点支援、新規就農者定着促進、次世代型ハウス・農業クラスター促進、地場
産業振興センター加工場整備、四万十川流域豊かな森林保全整備、特用林産生産体制支援、自伐林
業者等育成支援、町有林管理整備、コールセンター等立地促進、企業立地等促進、伝統工芸品産業
等後継者育成対策、商工業振興、地産外商推進、町産材活用利用促進助成事業

防災
(地震・津波避難、
大規模災害)・
安全対策

福祉避難所運営 ( 訓練等 )、興津排水機場ポンプ設置、農業用燃料タンク対策、漁業用燃油タンク
減災対策、県営地域ため池総合整備負担金、県営農村災害対策整備負担金、橋梁耐震補強、橋梁一
括点検・長寿命化、トンネル一括点検、町道安全対策、耐震性貯水槽整備、避難所運営加速化、自
主防災育成、災害用備蓄品整備、医療救護所用品整備、災害対策本部・活動支援、災害対応型給油
所整備促進、志和地区津波避難対策、興津高台用地造成、津波避難路等維持管理、放置漁船減災対策、
緊急用ヘリポート整備、地域避難施設等整備、防災施設整備、木造住宅耐震化促進、ブロック塀等
対策推進、緊急輸送道路沿道建築物耐震化促進、建築物耐震対策緊急促進、老朽住宅除却事業

そ の 他
ケーブルシステム機器整備、障害者就労継続支援事業所家賃等補助、特別支援学校通学支援、男
女がともに参画する社会づくり ( 計画策定等 )、四万十川アユシンポジウム開催、四万十川水産
資源回復事業

移住定住促進用中間管理住宅整備、移住定住促進 (移住促進 )、ふるさと支援 (ふるさと納税 )推進、
シティプロモーション推進、ホビー館推進、インバウンド観光推進、幕末維新博連携、文化財改修、
文化的施設整備、四万十川桜マラソン事業

婚活推進、移住定住促進 (住宅支援 )、小鳩保育所移転改築、不妊治療費助成、妊婦一般健康診査通
院費助成、安心子育て支援 (出産祝金 )、新生児聴覚検査、乳幼児健診、乳幼児・児童医療費助成、多
子世帯保育料軽減、子育て支援センター、ＩＣＴ教育推進、地域教育推進、教育研究所・教育支援セ
ンター、学校規模適正配置推進、小学校空調設備設置事業

地域おこし協力隊、地区活動支援等、集落活動センター推進、人材育成推進、高齢者等外出支援、あっ
たかふれあいセンター、配食サービス、24時間電話健康相談、中山間生活用水確保支援、農業基盤整
備、商店街街路灯整備、町道新設改良、住生活基本計画策定、公営住宅建設、緑林公園遊具設置事業

　以上のような基本方針のもと、合併から13年目を迎える平成 30 年度は、普通交付税における合併算定替の段階的な
縮減による影響など、今後も厳しい財政運営が予想される中、四万十町の持続的発展と第２次四万十町総合振興計画
に掲げるまちの将来像の早期実現に向け、国・県の動向などにも十分注視しつつ編成しました。その主な事業は次の
とおりです。

 

総
合
戦
略
に
掲
げ
た
４
つ
の
基
本
目
標

そ
の
他
の
主
要
事
業

（平成30年3月1日現在：17,483 人）

53億 3,991万円
21 億 5,802 万円
12億 3,638 万円
19億 4,551 万円
29億  145万円
26 億 5,703 万円
2億 4,442 万円
83億 9,364万円
34 億 5,674 万円
19億 2,846 万円
16億 5,480 万円
12億 7,344 万円

8,020 万円
166億 3,500万円

32.1%
13.0%
7.4%
11.7%
17.4%
16.0%
1.4%
50.5%
20.8%
11.6%
9.9%
7.7%
0.5%

100.0%

一般会計
歳出総額

166億3,500万円
【性質別】

普通建設事業費
26億5,703万円

16.0%
物件費

34億5,674万円
20.8%

補助費等
19億2,846万円

11.6%

積立金
16億5,480万円

9.9%

人件費
21億5,802万円

13.0%

扶助費
12億3,638万円

7.4%

公債費
19億4,551万円

11.7%

投資的経費
17.4%

義務的
経費
32.1%

その他の
経費
50.5%

災害復旧費
2億4,442万円

1.4%

その他
8,020万円 
0.5%

繰出金
12億7,344万円

7.7%

一般会計
歳入総額

166億3,500万円

自主財源
29.4%

依存財源
70.6%

分・負、使・手
3億6,698万円

2.2%

繰入金
13億4,671万円

8.1%

寄附金
13億円
7.8%

その他
2億4,149万円

1.4%

地方交付税
64億3,160万円

38.7%

国庫支出金
14億8,233万円

8.9%

県支出金
15億2,231万円

9.2%

町債
18億1,340万円

10.9%

譲与税・交付金等
4億8,800万円

2.9%

町税
16億4,218万円

9.9%

町　　　　　税
分・負、使・手
寄 附 金
繰　　入　　金
そ　　の　　他

※

※分・負、使・手＝分担金および負担金、使用料および手数料

※(　)内の金額は各目的別の全体の予算額
※総務費…全般的な管理経費や企画調整費などのほか、ふるさと納税に係る返礼品などの関連経費や基金への積立金なども含まれます。

平成 30年度当初

平成 30 年度当初
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四万十町職員　の給与の状況
平成30年度一般会計予算に計上した四万十町職員などの給与の状況は、次のとおりです。

区分  住民基本台帳人口
（年度末）

 　歳出額
A

 　　人件費
B

 　　実質収支 人件費率
（Ｂ／Ａ）

（参考）
27年度の人件費率

（２）職員給与費の状況（一般会計予算）
職員数

A 給料 職員手当 計　B期末・勤勉手当
給　与　費 １人当たり給与費

Ｂ／Ａ

（３）職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況　（平成30年4月1日現在）

区分

区分

四万十町

一 般 行 政 職 技 能 職
 平均給料月額  平均給与月額   平均年齢  平均給料月額  平均給与月額   平均年齢

国
(H29.4.1)

302,242円

330,531円 410,719円 286,833円 328,360円

326,529円 42.5歳

43.6歳 50.6歳

̶ ̶ ̶

区分 四 万 十 町 国

一般行政職
大学卒

高校卒

168,600円

区分 四 万 十 町 国

区分 四 万 十 町 国

区分

期末手当
勤勉手当

時 間 外
勤務手当

特殊勤務
手　　当

扶養手当

住居手当

退職手当

（30年度支給割合） （30年度支給割合）
 ６月期
12月期
計

（６）一般行政職の級別職員数の状況　（平成30年4月1日現在）
　 区分 ６級 ５級 ４級 ３級 ２級 １級 計

標準的な
職務内容

職員数 21人
8.6%

32人
13.1% 34.2% 19.6% 11.4% 13.1% 100%構成比

技　能　職
大学卒

高校卒

̶ ̶

経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒
高校卒

245,700円
212,200円

279,600円
251,400円

技　能　職 大学卒
高校卒

̶ ̶

̶

323,800円
286,800円

̶

期末手当
1．225ヶ月分
１．375ヶ月分
２．6ヶ月分

（支給率）

その他の加算措置：なし
退職時特別昇給：なし

勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額

自己都合
19.6695ヶ月分
28.0395ヶ月分
39.7575ヶ月分
47.709ヶ月分

定　年
24.586875ヶ月分
33.27075ヶ月分
47.709 ヶ月分
47.709 ヶ月分

（支給率）

その他の加算措置：定年前早期退職特例措置（3～45％加算）
退職時特別昇給：なし

勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額

自己都合
19.6695 ヶ月分
28.0395 ヶ月分
39.7575 ヶ月分
47.709 ヶ月分

応募認定・定年
24.586875ヶ月分
33.27075ヶ月分
47.709ヶ月分
47.709ヶ月分

０．85ヶ月分
０．85ヶ月分
１．7ヶ月分

勤勉手当

職制上の段階、職務の級などによる加算措置：有 

 ６月期
12月期
計

期末手当
１．225ヶ月分
１．375ヶ月分
２．6ヶ月分

０．85ヶ月分
０．85ヶ月分
１．7ヶ月分

勤勉手当

職制上の段階、職務の級等による加算措置：有 

職員全体に占める手当支給職員の割合
支給職員１人当たり平均支給年額
手当の種類（手当数）
手当の名称

配偶者6,500円､22歳以下の子10,000円、
その他の扶養6,500円
※16歳～22歳の子は1人5,000円加算

配偶者6,500円､～22歳の子10,000円、
その他の扶養6,500円
16歳～22歳の子は1人5,000円加算

借家の場合､家賃12,000円を超える場合
家賃に応じて27,000円を限度に支給

交通用具使用者は使用距離に応じて
2,000～31,600円を支給 

借家の場合､家賃12,000円を超える場合
家賃に応じて27,000円を限度に支給

年間予算額     
職員1人当たり予算年額     

0.41%
600,000 円

１
医療業務手当

通勤手当

交通機関等利用者は55,000円まで全額支給 交通機関等利用者は55,000円まで全額支給

片道2km未満の者は支給なし片道2km未満の者は支給なし

給料

報酬

期
末
手
当

町 長
副 町 長
教 育 長
議 長
副 議 長
議 員
町 長
副　町　長
教 育 長
議 長
副 議 長
議 員

６月期
12月期

計

１．40月分
１．50月分
２．90月分

 ７３７，０００ 円
６３１，０００ 円
５７７，０００ 円
２８３，０００ 円
２２８，０００ 円
２０５，０００ 円

６月期
12月期

計

１．40月分
１．50月分
２．90月分

会計管理者
政策監

地域振興局長
教育次長
課　長
事務局長等

副課長・次長
室長・班長
総括主幹
総括技幹
保育所長

副課長・次長
室長・班長
総括主幹
総括技幹
保育所長
主任保育士
主幹・技幹

主査・技査
保育教諭
保育士
保健師
社会福祉士

主　任
主任技師
保育教諭
保育士
保健師
社会福祉士

主事・技師
保育教諭
保育士
保健師
社会福祉士

交通用具使用者は使用距離に応じて 2,000～ 31,600 円を支
給。四万十町に住所を有する職員のうち、自動車等の使用距離が
片道20キロメートルを超える職員は、20キロメートルを超える１キロ
メートル（１キロメートル未満切捨て）当たり 200 円を加算（上限
5,000円）

〔お問い合わせ先〕 総務課　☎22-3111

28年度 17,643人 163億6,984万円 13.74% 13.98% 22億4,967万円４億9,973万円
注）平成29年度決算はまだできていませんので､平成28年度決算額で計上しています。　

（１）人件費の状況（普通会計決算）

30年度

179,200円

147,100円

143,500円 143,500円

（５）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況　（平成30年4月1日現在）
　

84人 48人 28人 32人 245人

（７）職員手当の状況

57,540 千円
234 千円

（８）特別職の報酬等の状況　（平成30年4月1日現在）

（４）職員の初任給の状況　（平成30年4月1日現在）
　

245人 8億9,880万円 14億681万円 572万円3億5,752万円1億5,049万円

147,100円

143,500円 225,800円 250,600円

108119 四万十町通信一平成26年4月号四万十町通信一平成30年4月号四万十町通信一平成26年4月号四万十町通信一平成30年4月号



　

平
成
30
年
３
月

四
万
十
町
議
会

　
　 定 

例 

会
　

　
　 町
長
行
政
報
告（
要
旨
）

四万十町通信一平成30年4月号　　　　　　　 1011 四万十町通信一平成30年4月号

お知らせinformation

■ 

平
成
30
年
度
当
初
予
算
案
の

　

 

概
要
に
つ
い
て

　

本
町
の
予
算
編
成
の
目
安
と
な
る
国

の
予
算
案
は
、「
経
済
・
財
政
再
生
計
画
」

に
お
け
る
集
中
改
革
期
間
の
最
終
年
度

と
し
て
、
現
下
の
重
要
な
課
題
に
的
確

に
対
応
し
つ
つ
、「
経
済
再
生
」
と
「
財

政
健
全
化
」
の
両
立
を
実
現
す
る
予
算

と
し
て
編
成
さ
れ
、
地
方
財
政
に
つ
い

て
も
、
地
方
が
重
要
課
題
に
取
り
組
み

つ
つ
安
定
的
な
財
政
運
営
が
行
え
る
よ

う
、
地
方
財
政
計
画
に
お
い
て
前
年
度

を
上
回
る
一
般
財
源
総
額
が
確
保
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
の
当
初
予
算
案
は
、
２
年

連
続
の
マ
イ
ナ
ス
予
算
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
産
業
振
興
計
画
に
基
づ
く
地
産

外
商
の
強
化
や
担
い
手
の
確
保
・
人
材

育
成
な
ど
、
平
成
29
年
度
補
正
予
算
に

よ
る
国
の
経
済
対
策
分
を
含
め
た
実
質

的
な
当
初
予
算
ベ
ー
ス
で
は
、
10
年
連

続
の
積
極
型
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
下
、
本
町
に
お

い
て
は
、
普
通
交
付
税
に
お
け
る
合
併

算
定
替
の
段
階
的
な
縮
減
に
よ
る
影
響

な
ど
、
今
後
も
厳
し
い
財
政
運
営
が
予

想
さ
れ
る
中
、
本
町
の
持
続
的
発
展
の

た
め
に
は
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に

活
用
し
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
に
取
り
組
ん

で
き
た
各
種
施
策
を
推
進
し
、
好
循
環

の
仕
組
み
を
途
切
れ
さ
せ
る
こ
と
な
く

継
続
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
、平
成
30
年
度
は
４
月
早
々

に
町
長
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

第
２
次
四
万
十
町
総
合
振
興
計
画
に
掲

げ
た
、
ま
ち
の
将
来
像
の
早
期
実
現
に

向
け
、
町
政
を
停
滞
さ
せ
る
こ
と
な
く

切
れ
目
の
な
い
町
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
べ
く
、
政
策
的
経
費
を
含
め
た
「
通

常
予
算
」
と
し
て
編
成
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
結
果
、
一
般
会
計
当
初
予
算
額

は
１
６
６
億
３
千
５
０
０
万
円
と
な
り
、

前
年
度
当
初
と
比
較
し
て
８
億
４
千
万

円・５
．３
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
ふ
る
さ
と
納
税
関
連
予
算

は
、
返
礼
品
や
事
務
費
、
基
金
へ
の
積

立
金
で
合
わ
せ
て
20
億
７
千
２
０
０
万

円
と
な
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
関
連
予

算
を
除
い
た
実
質
的
な
予
算
規
模
は

１
４
５
億
６
千
３
０
０
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
町
の
預
金
に
当
た
る
積

立
基
金
残
高
は
、
前
年
度
末
か
ら

３
億
８
０
０
万
円
余
り
増
加
し

１
０
４
億
６
千
８
０
４
万
円
を
見
込
む

一
方
、
町
の
借
金
に
当
た
る
町
債
残
高

は
、
２
億
４
千
８
０
０
万
円
余
り
増
加

し
１
９
０
億
７
千
６
３
２
万
円
の
見
込

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
会
計
の
ほ
か
、
９

つ
の
特
別
会
計
と
水
道
事
業
会
計

を
合
わ
せ
た
全
11
会
計
の
予
算
規

模
は
、
会
計
間
の
重
複
分
を
差
し
引

く
と
２
２
３
億
２
千
５
５
３
万
円

と
な
り
、
前
年
度
当
初
と
比
較
し
て

２
億
８
千
５
８
８
万
円
・
１
．
３
％
の

増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■ 

国
保
制
度
改
革
に
つ
い
て

　

持
続
可
能
な
医
療
保
険
制
度
を
構
築

す
る
た
め
の
国
民
健
康
保
険
法
な
ど
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
平
成
30
年
４

月
１
日
に
施
行
さ
れ
、
平
成
30
年
度
か

ら
は
都
道
府
県
が
財
政
運
営
の
責
任
主

体
と
な
り
、
財
政
運
営
や
効
率
的
な
事

業
の
推
進
な
ど
に
お
い
て
中
心
的
な
役

割
を
担
う
こ
と
で
、
国
民
健
康
保
険
制

度
の
安
定
化
を
目
指
す
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

各
市
町
村
で
は
、
都
道
府
県
が
決
定

し
た
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
を

納
付
す
る
た
め
、
保
険
料
を
賦
課
・
徴

収
す
る
体
制
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
か
ら
の
県
の
国
保
運
営

方
針
で
は
、
保
険
料
は
各
市
町
村
の
医

療
費
水
準
と
国
保
加
入
者
の
所
得
水
準

を
反
映
し
、
納
付
金
相
当
額
の
上
昇
幅

を
最
大
１
％
と
す
る
激
変
緩
和
措
置
を

設
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
県
内
の
一
人
当

た
り
保
険
料
必
要
額
（
理
論
値
）
で
は
、

比
較
的
低
い
方
に
位
置
し
て
お
り
、
保

険
料（
税
）に
つ
い
て
も
、
現
在
の
税
率

を
上
げ
る
こ
と
な
く
対
応
が
で
き
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
加
入
が
多
く
財
政

基
盤
が
弱
い
と
い
う
構
造
的
な
課
題
か

ら
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
も
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
決
算
補
填
な
ど
を
目

的
と
す
る
法
定
外
の
繰
入
な
ど
を
計
画

的
に
解
消
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
お
り
、

中
長
期
的
な
視
点
で
安
定
し
た
運
営
に

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

国
民
皆
保
険
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
も
、
ま
た
、
町
民
誰
も
の
願
い
で
あ

る
健
康
と
長
寿
を
確
保
し
つ
つ
運
営
の

安
定
化
を
目
指
し
、
県
と
連
携
し
て
取

り
組
み
ま
す
。

■ 

小
中
学
校
適
正
配
置
に
つ
い
て

　

先
の
12
月
定
例
議
会
で
の
報
告
後
、

昨
年
12
月
19
日
に
は
、
教
育
委
員
会
か

ら
「
四
万
十
町
立
小
中
学
校
適
正
配
置

に
係
る
提
言
書
」
が
提
出
さ
れ
、「
町
内

小
中
学
校
の
課
題
と
現
状
」、「
教
育
的

観
点
か
ら
の
学
校
適
正
規
模
・
適
正
配

置
」、「
学
校
適
正
配
置
計
画
」
な
ど
に

つ
い
て
の
提
言
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

児
童
生
徒
の
学
び
を
保
証
す
る
た
め
に

も
、
早
急
に
「
第
２
次
四
万
十
町
立
小

中
学
校
適
正
配
置
計
画
」
の
策
定
が
必

要
と
の
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
本
年
２
月
20
日
に
は

「
四
万
十
町
学
校
適
正
配
置
推
進
本
部
」

を
開
催
し
、
適
正
配
置
計
画
の
進
め
方
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を

行
い
ま
し
た
。

　

今
後
の
主
な
日
程
に
つ
い
て
は
、
４

月
下
旬
か
ら
各
地
区
で
保
護
者
な
ど
と

の
意
見
交
換
会
を
行
い
、
６
月
下
旬
に

は
、
児
童
生
徒
の
保
護
者
、
区
長
会
の

代
表
者
、
学
校
長
な
ど
で
組
織
す
る

「
四
万
十
町
学
校
適
正
配
置
審
議
会
」
で

の
審
議
を
開
始
し
、
所
定
の
手
続
き
を

経
て
、
本
年
12
月
に
は
計
画
を
策
定
す

る
予
定
で
す
。

■ 

町
政
懇
談
会
に
つ
い
て

　

先
の
12
月
定
例
議
会
で
中
間
報
告
を

行
い
ま
し
た
、
昨
年
10
月
か
ら
の
町
内

各
小
学
校
区
で
の
「
保
護
者
・
教
員
と

の
座
談
会
」
が
、
本
年
１
月
26
日
に
全

日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

こ
の
懇
談
会
は
、
子
育
て
世
代
の
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
を
抽
出
し
、
今
後
の
町

政
に
反
映
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
町

内
12
カ
所
で
開
催
し
、
延
べ
１
９
８
名

の
保
護
者
、
教
職
員
な
ど
の
ご
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
保
育
や
教
育
環
境
、

高
校
へ
の
支
援
に
関
す
る
こ
と
の
ほ
か
、

防
災
、
医
療
、
住
宅
、
就
業
に
関
す
る

こ
と
な
ど
、
貴
重
な
ご
意
見
や
ご
提
案

を
い
た
だ
い
て
お
り
、
大
変
有
意
義
な

会
議
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
そ
の
意
見
な
ど
の
取
り
ま
と

め
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
は
、
そ
の
結

果
を
受
け
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
効
果
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
提
案
な
ど
に
つ
い

て
は
、
順
次
、
取
り
組
み
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

特
に
、
人
口
減
少
対
策
、
子
育
て
支

援
、
移
住
定
住
に
対
す
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、平
成
27
年
11
月
に
「
四
万
十

町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
を
策
定
し
、
２
０
４
０
年
ま
で
に

合
計
特
殊
出
生
率
を
２・
１
８
に
上
昇
、

２
０
３
０
年
ま
で
に
若
年
層
の
転
出
超

過
を
３
割
抑
制
、
年
間
20
組
40
人
の
移

住
を
目
標
と
定
め
、
ふ
る
さ
と
納
税
や

国
・
県
の
補
助
金
を
活
用
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

移
住
・
定
住
対
策
で
は
、
移
住
の
相

談
窓
口
を
設
置
し
、
移
住
を
積
極
的
に

推
進
し
て
き
た
結
果
、
平
成
27
年
度
26

組
45
人
、
平
成
28
年
度
46
組
73
人
、
本

年
度
は
12
月
末
現
在
で
92
組
１
３
９
人

の
移
住
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
住
ま
い
の
面
で
は
、
中
間
管

理
住
宅
な
ど
の
移
住
者
向
け
施
策
の
ほ

か
、
若
者
定
住
住
宅
や
家
族
支
え
あ
い

住
宅
な
ど
、
定
住
者
の
増
加
に
つ
な
げ

る
施
策
を
展
開
し
て
お
り
、
平
成
28
年

度
の
実
績
で
は
、
若
者
定
住
住
宅
25
件
、

家
族
支
え
合
い
住
宅
８
件
の
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

出
産
・
子
育
て
政
策
に
お
い
て
は
、

昨
年
度
か
ら
出
産
祝
い
金
の
創
設
、
保

育
料
の
減
免
を
拡
充
す
る
な
ど
、
子
育

て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
と

と
も
に
、
学
校
に
お
い
て
は
、
全
校
へ

の
電
子
黒
板
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
の

ほ
か
、教
室
の
空
調
設
備
の
整
備
、ま
た
、

保
育
現
場
に
お
い
て
は
、
本
年
６
月
末

ま
で
に
全
保
育
所
に
空
調
を
完
備
す
る

予
定
と
し
て
お
り
、
教
育
・
保
育
環
境

の
充
実
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
高
校
生
を
対
象
と
し
た

公
設
塾
「
じ
ゆ
う
く
。」
を
開
設
し
、
高

校
生
の
学
習
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
、
平
成
26
年
は

１
８
０
人
の
減
、
平
成
27
年
は
60
人
の

減
で
あ
っ
た
社
会
動
態
が
、
昨
年
は
合

併
後
初
め
て
転
入
転
出
が
逆
転
し
、
15

人
の
社
会
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
出
生
に
つ
い
て
も
、
昨
年
度

の
81
人
か
ら
本
年
度
末
時
点
の
推
計
で

24
人
増
の
１
０
５
人
と
な
る
見
込
み
で

す
。

　

民
間
の
調
査
会
社
が
毎
年
実
施
し
て

い
る
市
町
村
の
魅
力
度
調
査
「
地
域
ブ

ラ
ン
ド
調
査
」
で
は
、
全
国
２
千
自
治

体
の
中
で
、
本
町
は
毎
年
上
位
１
０
０

位
以
内
に
選
出
さ
れ
て
お
り
、
四
国
で

は
常
に
１
位
ま
た
は
２
位
を
維
持
し
、

県
内
外
か
ら
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
好
循
環
の
流
れ
は
、
行
政

施
策
の
み
で
得
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

各
組
織
や
町
民
の
皆
さ
ま
方
の
ご
尽
力

の
賜
物
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
こ
の
好
循
環
を
踏
襲
し
、
町

政
発
展
の
た
め
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
む
所
存
で
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



　　平成30年度 出張年金相談日
　平成30年度は、下記の日程で出張年金相談所が開設されます。相談を希望される方は、
相談日の前日までに高知西年金事務所（お客様相談室）へ予約をお願いします。
　予約のない場合は、相談をお受けすることができませんので、ご了承ください。予約
の際には、基礎年金番号（本人、配偶者）および相談内容をお伝えください。

開設場所 時間 4 月 ５月 6月 7月 8月 １月 ２月 ３月9月 10月 11月 12月

四万十町役場  

中土佐町役場

須崎市役所

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

25日
（水）

23日
（水）

16日
（水）

27日
（水）

6日
（水）

5日
（水）

26日
（水）

24日
（水）

28日
（水）

21日
（水）

16日
（水）

19日
（水）

23日
（水）

27日
（水）

27日
（水）

25日
（水）

22日
（水）

〔お問い合わせ先〕 税務課　☎22-3116

〔ご予約はこちらへ〕 　高知西年金事務所（お客様相談室）　高知市旭町3-70-1　☎088-875-1717

障害者等の減免には申請が必要です

軽自動車税(種別割)の納税通知書を発送します

　町税の納付には、便利な口座振替をお勧めします。
　口座振替にすると、納期ごとの支払いの手間や、うっ
かり納め忘れる心配もありませんのでご利用ください。
　手続きは、四万十町指定の金融機関で行うことができ
ます。詳しくは、税務課までお問い合わせください。

　平成30年度固定資産税納税通知書を発送
します。

　納期は、５・７・９・11月の各月末です（月
末が日曜日など休日にあたる場合はその翌
日）。納め忘れのないよう計画的に納付をお
願いします。

　平成30年度軽自動車税 ( 種別割 ) の納税通知書を発送しま
す。内容をご確認いただき、納期限までの納付をお願いします。

　身体障害者手帳など（身体障害者手帳・戦傷病者手帳・療育手帳・精神
障害者保健福祉手帳）をお持ちで、一定の要件に該当する場合、納期限ま
でに申請することで、軽自動車税（種別割）の減免を受けることができます。
　なお、この減免については普通車を含め１人１台に限ります。詳しくは
税務課までお問い合わせください。

　過疎地域自立促進法に基づき策定した「四万十
町過疎地域自立促進計画」の一部を変更する必要
がありますので、変更案に対する町民の皆さまの
ご意見をいただきたく、意見公募を実施します。
　なお、変更案については、町の閲覧所（本庁西
庁舎、大正・十和地域振興局、興津出張所）か町
のホームページでご覧ください。 
■意見の募集期限　４月 20日（金）

・四国銀行・高知信用金庫・高知銀行
・ゆうちょ銀行・四万十農協・高知はた農協

取扱金融機関

固定資産税の納税通知書
を発送します

納税通知書の発送 ５月   １日（火）

５月31日（木）納 期 限

納税通知書の発送 ５月１日（火）

のお知らせ町税の口座振替

事前予約制
です

始めませんか！！

環 境 コ ー ナ ー

　エコライフとは、「地球に負担の少ない生活」をすることです。使っていない部屋の照明をつけっぱなし
にしたり、停車中の自動車のエンジンを切らなかったり、私たちの生活には、小さな無駄が含まれています。
私たち人間の生活が自然環境や自分たち自身に影響を及ぼしている現状を認識し、「今できる」何らかの行動
を起こしていくという生活。環境だけでなく家計にもやさしくお得なエコライフを始めてみませんか。

〔お問い合わせ先〕 
  環境水道課　☎22-3119　大正　町民生活課　☎ 27-0112　十和　町民生活課　☎28-5112

■取り組み内容について

ごみの減量化に
関する活動

例）ごみの分別の徹底（食品トレー、ペットボトルのキャップ、アルミ
缶、古紙のリサイクルなど）、生ごみの堆肥化など

省資源
省エネルギーに
関する活動

例）節水、待機電力の削減、LED照明への交換、エコドライブの徹底、エコ
カーの購入、緑のカーテンの設置（夏季）、フリーマーケットなどの活用によ
るリサイクル、買い物時のマイバッグ等の持参、マイボトル・マイ箸の使用

自然環境保護・環境美化に
関する活動

例）河川の水質や水生生物を守る取り組み、河川道路等の清掃、花木等の
植栽、ごみのポイ捨て・不法投棄をしないさせない

■意見の提出方法
　町ホームページの意見公募フォームからご提出
いただくか、提出意見書（任意様式）に住所、氏名、
電話番号および意見をご記入のうえ、次のいずれ
かの方法でご提出ください。
①電子メール　　　②企画課に郵送
③FAX（22-3123）   ④直接持参
※電話や口頭による意見の受付はできませんの
で、あらかじめご了承ください。 

四万十町過疎地域自立促進計画の変更に係る意見公募の実施について

〔お問い合わせ先〕 企画課　☎22-3124

検査期間

窪川学校給食センター

大正学校給食センター

十和学校給食センター

実 施 日 ： 平成30年3月23日　　
検査機関 ： 株式会社　日本食品エコロジー研究所　
　　　　　食品分析センター

セシウム134

不検出

不検出

不検出

セシウム137

不検出

不検出

不検出

ヨウ素131

不検出

不検出

不検出

3/1～7

3/1～7

3/1～7

3月　学校給食食材の放射能測定

※不検出とは測定下限値未満（<1.0Bq/kg）であることを示
しています。検査に使用する食材は、約1週間分の原材料
（調味料を除く）です。一定量を混合試料にして検査します。

税務課からのお知らせ
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小中学校への緊急地震速報装置の導入について

四万十町鳥獣害防止対策協議会入札参加資格申請

工　事　名　等 工事場所等 落札業者名 契約金額（円） 工    期
３,１１０,４００
６,８０４,０００
２,８８９,０００
３,４１２,８００
２３,１０１,２００
７,１２８,０００
９,７２０,０００
２,４５１,６００
２,７９７,２００
６,２３１,６００
２,５９２,０００
２,５９２,０００
３,６５０,４００
２,５５９,６００
４,５３６,０００

　２／１５～３／３１
　２／１５～３／３１
　２／１５～３／３１
　２／１５～３／３１
　２／１５～３／３１
　２／１５～３／３１
　２／１５～３／３１
　２／２２～３／２５
　２／２２～３／３１
　２／２２～３／３１
　３／　１～３／３１
　３／　１～３／３１
　３／　１～３／３１
　３／　１～３／２９
　３／　１～３／３１

上秋丸
魚ノ川
床　鍋
魚ノ川
興　津
大　正
芳　川
小　野
打井川
大正中津川
野　地
見　付
東川角
茂串町
下呉地

㈲松葉建設
㈲吉岡建設
㈱藤田建設
㈲吉岡建設
㈱はまさき

㈲高南技術コンサルタント
㈲高南技術コンサルタント
㈲竹村綜合建設
㈲西村建設
㈱井原組
㈲トシマ建設
㈱武石建設
㈲谷脇興業
㈲三浦建設
㈲吉岡建設

平成29年度　入　札　結　果　（平成30年2月１日～2月28日）　　

※この入札結果は、予定価格250万円以上の工事・委託業務についてのみ公表しています。
　契約金額は、消費税込みの金額。 〔お問い合わせ先〕 総務課　☎22-3111

平成 29年度　29災　第 185号　一級水系普通河川　大谷川　河川災害復旧工事
平成 29年度　29災　第 191号　一級水系普通河川　ニラガ谷川　河川災害復旧工事
平成 29年度　29災　第 194号　一級水系普通河川　後井谷川　河川災害復旧工事
平成 29年度　29災　第 207号　一級水系準用河川　魚ノ川　河川災害復旧工事
平成 29年度　防災　第 2号　興津地区　高台用地造成工事
平成 29年度　防安金　第 5-01-1 号　ウログチ橋　橋梁修繕設計委託業務
平成 29年度　防安金　第 5-01-2 号　芳川橋　橋梁修繕設計委託業務
平成 29年度　防安　第 02-1-2 号　町道大井川西土佐線（1）　舗装工事
平成 29年度　29災　第 250号　一級水系普通河川　蛇ノ川谷川　河川災害復旧工事
平成29年度　防安金　第8-1号　町道大奈路中津川線 道路改良工事（中津川～森ヶ内工区）
平成 29年度　29災　第 17-69 号　野地　田　災害復旧工事
平成 29年度　29災　第 192号　一級水系普通河川　藤ノ越谷川　河川災害復旧工事
平成 29年度　29災　第 11-69 号　東川角　田　災害復旧工事
平成 29年度　道路維持　第 30号　町道元町本通り線　側溝整備工事
平成 29年度　29災　第 104-69 号　下呉地　頭首工　災害復旧工事
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健 康 し お りの

検診まとめ

  〔お問い合わせ先〕  健康福祉課　☎22-3115

　四万十町では、年代が上がるにつれ受診率が上昇していますが、40～50歳代の受診率、つまり働く世代の健診
受診率が低くなっています。ご多忙とは思いますが、四万十町では休日に特定健診を行う日を設けておりますの
で、ぜひそちらも利用して特定健診を受けてみてはいかがでしょうか。

※特定健診は通院中の方も対象になります！
　特定健診では生活習慣病に関わる項目を全体的に検査するので、皆さんが普段受けている検査とは内容が異
なる場合があります。健康管理のためにも年１回の受診をお勧めしています。特定健診について一度かかりつ
け医にご相談してみてはいかがでしょうか。

　特定健診は、生活習慣病やその前兆であるメタボリックシンドロー
ムを早期に発見・改善することなどを目的に実施しています。自覚で
きない症状や忍び寄る病気を見逃さないためにも、定期的な健診が必
要です。
　私たちの心や体にかかるいろいろな負担は、日常生活を行う中で少
しずつあなたを衰えさせ「生活習慣病」の大きな要因となっていま
す。健診をきっかけに「あなたの健康」を見直してみませんか？

無料しまんとん堆肥
◎農場に取りに来ていただける方には無料でお譲りしております。
◎配送（有料）もしておりますのでお気軽にご相談ください。
◎弊社農場の豚糞１００％の良質堆肥になっております。 
◎堆肥量に限りがございますのでお早めにお申し付けください。
【お問い合わせ先】 四国デュロックファーム　四万十町八千数１０９　        
担当者：佐竹　携帯 ☎090-1176-9995　農場 ☎24-0229       
        

好気性発酵により７０℃前後まで発酵した後、二か月間の熟成期間を経過し良質な堆肥になっています。 

［広告］

水分 窒素 リン酸 カリ C/N比
32.6 3.69 8.36 0.71 5.30

特定健診は年に一回受診しましょう

23.8%
22.4%

16.0%
19.0%

24.5% 23.9%

36.1%

29.3%

41.2% 40.1%

46.1% 44.1%
45.3%

24.2%

40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳 60～64歳 70～74歳65～69歳

男性 女性平成28年度特定健診受診率(四万十町)

男性の受診率平均…33.9%
女性の受診率平均…40.9%

自分はもちろん、
家族のためにも
特定健診うけて
みんかえ！

健康維新の志士
けん しん太郎君
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  〔お問い合わせ先〕  がん検診、特定健診、後期高齢者健診の申し込みは　健康福祉課　☎22-3115    
　　　　　　　　　がん検診に関してのお問い合わせ先は　健康福祉課　☎22-3115    　
　　　　　　　　　特定健診、後期高齢者健診に関してのお問い合わせは　町民課　☎22-3117    

後期高齢者医療制度の
平成30・31年度の保険料率が決まりました。

　後期高齢者医療制度では、必要な費用の約５割
を国・県・町の公費が、約４割を現役世代からの支援
金が負担し、被保険者の皆さま方は、全体の約１割
を負担しています。
　高知県の医療費は毎年増加していますが、基金
の活用により、平成30･31年度の保険料率は、平成
28･29年度から据え置くこととなりました。
※平成30年度の個々の保険料額は、前年中の所得が確
定した後、７月初旬に決定の予定です。

◎１人あたりの年間保険料の上限額が57万
円から62万円に変わりました。

◎所得割額の軽減が廃止されます。
　（国の軽減措置がなくなります）

（注）前年中の所得が未申告の方がいた場合、その世帯の
被保険者全員の保険料の軽減が判定できませんの
で、必ず所得の申告をお願いします。

　保険料は、皆さまに安心して医療を受けていただ
くための大切な財源ですので、納付へのご理解とご
協力をお願いします。
　詳しくは町民課までお問い合わせください。

被保険者
均等割額

54,394円
（平成28･29年度から据え置き）

所得割率 11.42％
（平成28･29年度から据え置き）

平成30年度から変わること

11日（金）

22日（火）

8:00 ～ 9:30
（対象者・希望者に個別通知）

8:00 ～ 9:30
（対象者・希望者に個別通知）

13:30 ～ 14:00
（対象者・希望者に個別通知）

興津町民館 他
※結核・肺がんのみ巡回あり

大正北ノ川多目的集会所
※結核・肺がんのみ巡回あり

打井川地域づくりセンター

5
月

がん検診・特定健診・後期高齢者健診のお知らせ

結核・肺がん・胃がん・大腸がん検診
特定健診・後期高齢者健診

結核・肺がん・胃がん検診
特定健診・後期高齢者健診

結核・肺がん検診
特定健診・後期高齢者健診

23日（水）

8:00 ～ 9:30
（対象者・希望者に個別通知）

13:30 ～ 14:00
（対象者・希望者に個別通知）

下津井体育館
※結核・肺がんのみ巡回あり

大奈路体育館
※結核・肺がんのみ巡回あり

結核・肺がん・胃がん検診
特定健診・後期高齢者健診

結核・肺がん検診
特定健診・後期高齢者健診

24日（木）

8:30 ～ 9:30
（対象者・希望者に個別通知）

13:30 ～ 14:00
（対象者・希望者に個別通知）

古城体育館

戸川生活改善センター

結核・肺がん・胃がん検診
特定健診・後期高齢者健診

25日（金）

8:30 ～ 9:30
（対象者・希望者に個別通知）

大道体育館

結核・肺がん・胃がん検診
特定健診・後期高齢者健診

結核・肺がん検診
特定健診・後期高齢者健診

13:30 ～ 14:00
（対象者・希望者に個別通知）

十和体育館

結核・肺がん検診
特定健診・後期高齢者健診

  〔お問い合わせ先〕  町民課　☎22-3117

月　日 事　業　名 場　　所 時間（受付時間）

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

募  

集

四万十町通信一平成30年4月号四万十町通信一平成30年4月号 1617

健康広場
■
募
集
戸
数
／
６
戸

■
募
集
住
宅
／
仁
井
田
第
４
団
地

(

１
戸)　
大
正
南
町
第
３
団
地(

２

戸)　
コ
ー
ポ
し
ま
ん
と
１
号
棟

(

１
戸)　
大
正
城
山
ハ
イ
ツ
（
１

戸
）　
北
ノ
川
第
１
団
地
（
１
戸
）

■
申
込
受
付
期
限
／

　
４
月
27
日
（
金
）
必
着

■
必
要
な
書
類
／
入
居
申
込
書
・

住
民
票
・
完
納
証
明
・
所
得
を

証
明
す
る
書
類
な
ど

■
そ
の
他
／
①
申
し
込
み
は
１
回

の
募
集
に
お
い
て
１
世
帯
に
つ

き
１
通
に
限
り
ま
す
。
②
入
居

資
格
、
申
込
方
法
な
ど
に
つ
い

て
は
建
設
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
書
配
布
場
所
／
建
設
課
、

大
正
・
十
和
地
域
振
興
局
、
興

津
出
張
所

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課　

☎
２
２-

３
１
２
０

　

当
審
議
会
は
放
送
番
組
の
適
正

を
図
る
た
め
設
置
さ
れ
る
機
関
で

す
。
平
成
30
、
31
年
度
の
公
募
委

員
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
興
味
の

あ
る
方
は
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
内
容
／
年
２
回
程
度
の
番
組
審

議
会
に
参
加
し
、
放
送
番
組
内

容
な
ど
を
審
議
す
る

■
応
募
資
格
／
町
内
在
住
で
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
に
興
味
が
あ
り
、

自
主
放
送
を
ご
覧
に
な
っ
て
い

る
方

■
応
募
方
法
／
「
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
に
求
め
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ

に
８
百
字
程
度
の
作
文
に
、
氏

名
（
ふ
り
が
な
）・
性
別
・
職
業
・

生
年
月
日
・
住
所
・
電
話
番
号

と
略
歴
・
自
己
Ｐ
Ｒ
（
自
由
）

を
記
入
の
う
え
、
直
接
ま
た
は

郵
送
で
企
画
課
ま
で
ご
提
出
く

だ
さ
い
。

■
任
期
／
２
年

■
報
酬
／
５
千
円
（
１
回
）

■
募
集
人
員
／
若
干
名

■
募
集
期
間
／
５
月
25
日（
金
）
必
着

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
課　

☎
２
２-

３
１
２
４

　
「
四
万
十
町
通
信
」
を
皆
さ
ま
に

わ
か
り
や
す
く
お
届
け
す
る
た
め

に
、
一
般
広
報
委
員
を
募
集
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
業
務
内
容
／
月
１
回
広
報
委
員

会
へ
の
参
加
。
そ
の
ほ
か
広
報

へ
の
ご
意
見
な
ど
。

■
条
件
／
四
万
十
町
在
住
の
方
で
、

広
報
に
興
味
の
あ
る
20
歳
以
上

の
方
。

■
任
期
／
１
年
（
６
月
～
）

■
報
酬
／
５
千
円
（
１
回
）

■
募
集
人
員
／
若
干
名

■
募
集
期
限
／
５
月
16
日
（
水
）

※
面
談
の
う
え
決
定
し
ま
す
。（
面

談
日
５
月
下
旬
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
課　

☎
２
２-

３
１
２
４

　

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
で
は
満
65

歳
か
ら
ご
利
用
い
た
だ
け
る
お
得

な
切
符
「
土
佐
く
ろ
シ
ニ
ア
パ
ス

（
１
ヶ
月
間
有
効
）」
の
販
売
を
3

月
25
日(

日)

か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

　

シ
ニ
ア
パ
ス
ご
利
用
の
方
は
普

通
列
車
だ
け
で
な
く
、
特
急
料
金

（
※
ワ
ン
コ
イ
ン
特
急
券
利
用
可
）

を
支
払
え
ば
特
急
列
車
に
も
お
得

に
乗
車
で
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
販
売
額
／

　
窪
川

⇔
宿
毛　
８
千
円

　
窪
川

⇔

中
村　
６
千
円

　
窪
川

⇔

土
佐
佐
賀　
３
千
円

　
土
佐
佐
賀

⇔

中
村　
３
千
円

　
中
村

⇔

宿
毛　
３
千
円

◎
例
：
中
村

⇔

宿
毛
の
１
ヶ
月
通

勤
定
期
は
１
万
９
千
６
２
０

円
。
シ
ニ
ア
パ
ス
は
な
ん
と

３
千
円
。

■
販
売
箇
所
／

　
宿
毛
駅
、
中
村
駅
、
窪
川
駅

※
ワ
ン
コ
イ
ン
特
急
券

　

定
期
券
、
回
数
券
、
シ
ニ
ア
パ

ス
を
お
持
ち
の
場
合
、
下
記
１

区
間
を
１
０
０
円
で
特
急
列
車

自
由
席
に
ご
乗
車
で
き
る
切
符

で
す
。
2
区
間
以
上
は
一
律

２
０
０
円
。

　
宿
毛

⇔

中
村

⇔

土
佐
佐
賀

⇔

窪
川

（

⇔

…
1
区
間
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
㈱
中
村
駅

　

☎
０
８
８
０-

３
５-

４
９
６
１

　

町
の
将
来
を
担
う
若
者
が
社
会

の
一
員
と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
、

職
業
能
力
の
開
発
・
向
上
お
よ
び

職
業
経
験
の
不
足
の
解
消
を
図
り
、

雇
用
の
安
定
を
促
進
す
る
た
め
、
町

内
に
事
業
所
を
置
く
法
人
が
実
施

す
る
正
社
員
の
若
者
を
対
象
と
し

た
研
修
な
ど
に
対
し
補
助
し
ま
す
。

　

申
請
ま
で
の
流
れ
や
補
助
対
象

外
と
な
る
研
修
お
よ
び
経
費
な
ど
、

詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
補
助
内
容
／

　
【
対
象
経
費
】
研
修
な
ど
の
計
画

の
作
成
経
費
、
研
修
な
ど
の
実

施
経
費

　
【
補
助
額
】
1
事
業
者
あ
た
り
上

限
50
万
円
／
年
（
平
成
32
年
度

ま
で
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
に
ぎ
わ
い
創
出
課

　

☎
２
２-

３
２
８
１

　
「
正
社
員
と
同
じ
仕
事
を
し
て
い

る
の
に
、
パ
ー
ト
と
い
う
だ
け
で

待
遇
が
大
き
く
違
っ
て
い
る
が
…
」

「
賃
金
が
正
社
員
に
比
べ
て
低
く
、

働
き
、
貢
献
に
見
合
っ
た
処
遇
が

な
さ
れ
て
い
な
い
」
な
ど
の
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
相
談
は

無
料
、
匿
名
で
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
遠
慮
な
く
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

高
知
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

☎
０
８
８-

８
８
５-

６
０
４
１

ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

番
組
審
議
会
の
公
募

委
員
を
募
集
し
ま
す

「
四
万
十
町
通
信
」

の
広
報
委
員
を

募
集
し
ま
す

土
佐
く
ろ
シ
ニ
ア

パ
ス
を
販
売

パ
ー
ト
タ
イ
ム
で

働
い
て
い
る
皆
さ
ま
へ

四
万
十
町
社
員

研
修
促
進
事
業
費

補
助
金
の
お
知
ら
せ

 

お
知
ら
せ
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蔵
書
点
検
の
た
め
、
次
の
期
間
、

四
万
十
町
立
図
書
館
本
館
、
分
館
、

美
術
館
と
も
に
休
館
と
な
り
ま
す
。

■
期
間
／
4
月
9
日（
月
）～

　
4
月
16
日（
月
）

※
通
常
の
休
館
日
も
含
み
ま
す
。

　

休
館
前
に
は
、
貸
出
冊
数
無
制

限
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

四
万
十
町
立
図
書
館
・
美
術
館

　

☎
２
２-

５
０
０
０

　

四
万
十
町
立
図
書
館 

大
正
分
館

　

☎
２
７-

１
１
９
３

　

4
月
1
日
（
日
）
よ
り
営
業
時

間
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　

指
定
管
理
制
度
に
よ
り
『
Ｌ
Ｉ

Ｆ
Ｅ
準
備
委
員
会
』
が
施
設
の
管

理
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
営
業
時
間
／
午
前
９
時
～
午
後

５
時
ま
で
（
カ
フ
ェ
の
ラ
ス
ト

オ
ー
ダ
ー
午
後
４
時
）

■
定
休
日
／
毎
週
木
曜
日

■
年
末
年
始
休
業
／
12
月
27
日
～

１
月
３
日

※
部
屋
貸
し
の
場
合
は
臨
時
休
業

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

古
民
家
カ
フ
ェ
半
平

　

☎
０
５
０-

８
８
０
７-

５
０
７
５

　
四
万
十
グ
ル
メ
が
集
う
。ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
も
豊
富
。

■
日
時
／
４
月
22
日（
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
所
／
道
の
駅
あ
ぐ
り
窪
川

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

道
の
駅
あ
ぐ
り
窪
川

　

☎
２
２-

８
８
４
８

　

川
遊
び
を
満
喫
し
て
も
ら
う
川

開
き
イ
ベ
ン
ト
。

■
日
時
／
４
月
22
日（
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
所
／
川
遊
び
公
園 

ふ
る
さ
と

交
流
セ
ン
タ
ー

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

ふ
る
さ
と
交
流
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
８-

５
７
５
８

★
松
鶴
堂
の
和
菓
子
展
＝
わ
く
わ

く
動
物
展
＝
ワ
ガ
シ
二
ア
ソ
ビ

ゴ
コ
ロ
ヲ

■
日
時
／
４
月
28
日（
土
）～

　
４
月
29
日（
日
）

★
オ
ル
タ
W
O
O
D
D
E
S
I
G
N

★
木
製
椅
子
な
ど
の
展
示
（
木
製

歯
ブ
ラ
シ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）

■
日
時
／
５
月
４
日（
金
）～

　
５
月
６
日（
日
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

古
民
家
カ
フ
ェ
半
平

　

☎
０
５
０-

８
８
０
７-

５
０
７
５

　

地
元
企
業
や
団
体
に
よ
る
地
場

産
品
な
ど
の
展
示
・
販
売
。

■
日
時
／
５
月
３
日（
木
・
祝
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
所
／
道
の
駅
四
万
十
大
正

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

大
正
地
域
振
興
課

　

☎
２
７-

０
１
１
１

　

こ
い
の
ぼ
り
を
見
な
が
ら
さ
ま

ざ
ま
な
催
し
物
を
楽
し
も
う
！

■
日
時
／
５
月
３
日
（
木
・
祝
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
所
／
こ
い
の
ぼ
り
公
園

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

十
和
地
域
振
興
局

　

☎
２
８-

５
１
１
１

　

ヒ
ト
と
モ
ノ
と
コ
コ
ロ
が
触
れ

合
う
イ
ベ
ン
ト
。

■
日
時
／
５
月
５
日
（
土
）

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
場
所
／
四
万
十
緑
林
公
園

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

井
上
義
之

　

☎
０
８
０-

５
６
６
３-

０
８
６
８

　

こ
の
お
は
な
し
会
の
あ
と
、
ぬ

い
ぐ
る
み
は
お
と
ま
り
し
ま
す
。

　

お
む
か
え
の
日
は
、
5
月
15
日

（
火
）で
す
。

■
日
時
／
5
月
12
日（
土
）

①
本
館　

午
後
1
時
～
午
後
１
時

30
分　
★ 

え
ほ
ん
の
へ
や　

②
大
正
分
館　

午
後
3
時
～
午
後

3
時
30
分　
★ 

児
童
室

■
対
象
／
お
は
な
し
を
聞
け
る
年

齢
か
ら
小
学
生
ま
で

■
定
員
／
各
館
15
人

■
申
込
先
／
4
月
17
日
か
ら
受
付

①
四
万
十
町
立
図
書
館　

本
館　

☎
２
２-

５
０
０
０

②
四
万
十
町
立
図
書
館　

大
正
分
館

　

☎
２
７-

１
１
９
３

■
日
時
／
５
月
20
日
（
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

　
（
終
了
予
定
）

■
場
所
／
仁
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日付 曜日 内　　　容 時　間 場　　　所 お問い合わせ

 ４月
14 土 休日水道修理当番※ 高橋設備　☎ 22-0662

15 日
休日水道修理当番※ 桑原水道　☎ 22-1163
休日在宅当番医 大西病院　☎ 22-1191

16 月 各課紹介（企画課・人材育成・
総務課・危機管理課） 18:45

17 火
18 水 2歳6か月児健診 午後 四万十町役場〔東庁舎〕 健康福祉課　　☎ 22-3115

19 木
20 金
21 土 休日水道修理当番※ 横山建材店　　☎ 22-3608

22 日
休日水道修理当番※ 岩本商店　　　☎ 22-2716
休日在宅当番医 くぼかわ病院　☎ 22-1111

23 月 各課紹介（農林水産課・農業委
員会・環境水道課） 18:45

24 火
25 水 4・7・12か月児健診 午後 窪川地域子育て支援センター 健康福祉課　　☎ 22-3115

26 木
27 金
28 土 休日水道修理当番※ 日化住宅機器　☎ 22-0407

29 日
休日水道修理当番※ 宮脇水道　　　☎ 22-1581
休日在宅当番医 くぼかわ病院　☎ 22-1111

30 月
休日水道修理当番※ 高橋設備　　　☎ 22-0662
休日在宅当番医 くぼかわ病院　 ☎ 22-1111
各課紹介（にぎわい創出課・建設課） 18:45

 ５月
1 火
2 水

3 木
休日水道修理当番※ 桑原水道　　　☎ 22-1163
休日在宅当番医 くぼかわ病院　☎ 22-1111

4 金
休日水道修理当番※ 横山建材店　　☎ 22-3608
休日在宅当番医 くぼかわ病院　☎ 22-1111

5 土
休日水道修理当番※ 岩本商店　　　☎ 22-2716
休日在宅当番医 くぼかわ病院　☎ 22-1111

6 日
休日水道修理当番※ 日化住宅機器　☎ 22-0407
休日在宅当番医 くぼかわ病院　☎ 22-1111

7 月
赤ちゃん相談・ひまわり相談・母乳相談 13:30 〜 16:00 窪川地域子育て支援センター 健康福祉課　　☎ 22-3115
各課紹介（町民課・税務課・会
計管理室） 18:45

8 火 【窪川】１日行政相談 10:00 〜 15:00 農村環境改善センター　第 1 会議室 総務課　　　　☎ 22-3111

しまんと健康ホットライン
☎0120-788-410四万十町  くらしのカレンダー

平成30年 ★ 健康・医療・介護・育児相談
★ 医療機関情報の提供

24時間
年中無休

火災・救急の通報は119 番（携帯電話からの通報は消防署に直接）
　四万十清流消防署（窪川地区）　☎ 0880-22-0001
　西分署（大正・十和地区）　　　☎ 0880-28-5525
■ 総務省消防庁　全国版救急受診アプリ愛称「Q 助」
病気の症状やケガの状態から必要な対応、救急車
を呼ぶ緊急度を素早く教えてくれるアプリです。

※休日水道修理当番は窪川地区のみです。
大正・十和地区の方は各地域振興局にお問い合わせください。
大正地域振興課　☎ 27-0111
十和地域振興課　☎ 28-5111

〔行政放送お問い合わせ先〕
毎週月曜日更新
四万十ケーブルテレビ　☎ 22-1117

〔各種健診お問い合わせ先〕
健康福祉課　☎ 22-3115

休日在宅当番医
【大正診療所】休日・夜間の急患の診療に対応しています。
必ず電話で確認のうえ受診してください。　☎ 27-0210

お
問
い
合
わ
せ １日行政相談 … 国の仕事・サービスでお困りの方、ご相談ください。

【窪川】行政相談員　森 英真

　
　

お詫びと
訂正

３月号 19 ページのイベント「ストライダー体験会＆ミニカフェ」
の日時に誤りがありましたので、訂正してお詫びいたします。

【誤】 日時 / ３月 21 日（水）　午前１時 30 分
【正】日時 / ３月 21 日（水）　午後１時 30 分



新たな人材により町の産業振興を図ります

四万十町の産業振興四万十町の産業振興
　四万十町では、地域の自然や歴史・文化を核とした地域資源を活用しながら、産業振興や交流人口の拡大、
雇用の場の創出につなげ、多様な世代でにぎわいのあるまちづくりを推進しています。
　また、本町は１次産業を基幹産業としており、産業振興において１次産業の振興は重要な位置づけとなってい
ます。１次産業で生産された本町の豊富な地域資源を最大限に活用して、関連産業が連携しながらさまざまな
地域振興施策の推進に取り組みます。

　地場産業の振興には、基幹産
業である１次産品の加工、利用
による２次・３次・６次産業へ
の活用が不可欠です。本町に
は、四万十川を中心とした豊か
な自然環境が魅力ある素材とし
て、商品開発や販路拡大、新た
なビジネスの展開に有効活用
できるという利点がありますので、環境保全にこれまで以上に取り組
むとともに、事業者の商品開発、販路拡大、起業などに対し、関係課で
連携しながら支援していきます。 　地域農業を支える担い手の確保・育成と集落営農組織の育成や、生産拡大を図る施設整備への支援など、さまざまな施策を

行い、地域の特性を生かした安全・安心で、高品質な農畜産物を生産するまちを目指しています。

　産業振興には人材が必要です。ただ人口減少は人材不足を招き、産
業振興の足かせとなります。そのため四万十町では、４つの「取り組み」
を進め交流から産業振興を目指します。

●担い手の確保・育成と集落営農の育成
◎新規就農者支援
　親元就農、U・Iターンなど、新規就農希望者の就農相談～研修～就農後まで、個
別に相談を受けながらきめ細かい支援を行います。
◎集落営農組織の育成支援
　地域農業を守る集落営農組織が行う共同利用機械整備などに対して支援を行い
ます。また、各種研修会を開催し、組織の取組強化やリーダーの育成支援を行います。

●高収益な園芸作物の振興
◎施設園芸の振興
　園芸用ハウスの整備、ハウス内の環境を制御して増収する設備の導入などに対して
支援を行い、高収益な施設園芸を振興します。
◎土地利用型作物の振興
　地域で振興する作物としてショウガ、サトイモなど収益性の高い土地利用型の園
芸品目を推進します。

●畜産の振興
◎畜産生産基盤の整備
　畜舎の整備や機械整備に対して支援を行います。また、堆肥を家畜に与える飼料の
圃場（飼料用米や稲WCS）に散布することで、資源が循環する耕畜が連携した循環
型農業の取り組みも推進しています。

●林業の振興
◎四万十式作業路網を活用した間伐促進
　利用期を迎えた豊富な森林資源を活用すべく、スギ・ヒノキ人工林の間伐促進のた
めの支援を行います。
◎自伐林業者等育成支援
　小規模林業を実践する自伐林業者等を支援し、地域里山整備の促進や人材育成の
ための取り組みを推進します。

生　産

農林水産課 にぎわい創出課

加工・製造 販売・流通
●担い手
●農　地
●施　設

●加工業者、
　加工グループ
●加工施設等

●販売業者
●販路の開拓
●サービス業

具体的な取り組み

　本町の豊富な地域資源の付加価値を高めるため
に、加工事業の強化や６次産業化の推進が重要と
なります。加工品を積極的に製造・販売できる体制
づくりに対して支援を行い、地域資源を生かしたブ
ランド化が進む活力あるまちを目指しています。
　また、雇用の創出・安定につながる取り組みを行
う事業者に対する支援も行っています。

●農畜産物の加工 ・ 販売
◎加工事業の強化
　町内の農畜産物の付加価値を高めて町外へ
販売する加工事業を強化するため、加工場など
の整備に対して支援をします。また、加工品につ
いては地域の製造体制や特色に合わせて、取り
組みやすい1.5 次加工から、農畜産物のブラン
ド化につながる加工品の開発・製造・流通ま
での体制づくりに取り組みます。
◎６次産業の推進
　１次産業の活性化のため６次産業化を推進
し、自ら生産した農畜産物などの高付加価値化
と販売の仕組みづくりを支援します。

●他産業との連携強化
◎農商工連携
　新商品開発など、多様な産業間の連携により、
地域の特色を生かした産業の活性化を図ります。
◎雇用の創出
　複数の雇用が伴う事業所の新設や増設に対し
支援します。
◎事業持続のための人材育成
　事業活動の持続・発展のためには、特に若者
の人材育成が不可欠です。従業員のスキルアッ
プ研修に積極的に取り組める支援をします。

具体的な取り組み

　ふるさと新聞の発行や企
業と連携した情報発信など
地域の魅力を発信して町の
応援団拡大をはかります。

１．「町を知る」
　四万十川をはじめ自然や
食、そしてイベントなどを通じ
て町を体感してもらい、交流
人口の拡大を目指します。

２．「町を体感する」

　「産業振興塾」において、地
域の暮らしや産業を守り、地
域産業を担う人材を育成しま
す。

４．「町で育てる」
　移住相談会や農業体験ツ
アーなどで移住を提案、合
わせて仕事や住宅情報な
ど、この町に住みたい環境
をつくります。

３．「町に住む」

流通・販売

交　流

加工・製造

生 　 産

交流から移住へ！そして地域へ人材を！！

▲食肉加工場

▲養豚畜舎

▲新規就農者研修

▲ニラそぐり作業

▲森林整備

▲加工品直販所
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皆さん、こんにちは。四万十町では現在16人の地域おこし協力隊員が活動しています。
今回は、地域おこし協力隊を卒業する小野、野村の挨拶です。

山田 雅弘

笹倉 潤
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紗
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卓
也
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武 

敢
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　こんにちは。大正東部地域担当の小野です。
　2015年５月に四万十町に来て３年。協力隊としての任期が終わり
ます。この３年間で得たものは多く、12年間の福岡生活の比にならな
いほどです。
　四万十町での３年間、私が大切にしてきたことは「面白いと思ったこ
とにはとりあえず挑戦してみる」です。来た当初、35歳という中年期
に差し掛かった私でしたが、そこからよさこいやマラソンなど、色んな
ことに挑戦させてもらいました。日々の活動の中でも、各種イベントの
運営にも携わらせてもらうことで色々と学ぶことができ、人間的にも体
重的にも成長できたと思います。特に、担当地区である打井川地区をは
じめ、中津川地区や下津井地区の方々には大変お世話になりました。
　５月以降の活動についてですが、大正駅前で宿を開こうと思っていま

す。名前は「EkimaehouseSamaru」です。“サマル”という名はアラビア語で「日が暮れた後、
遅くまで夜更かしして友達と楽しく過ごす」という意味があり、観光で来られた方が四万十町で友達
をつくって欲しいという願いを込めてこの名にしました。
　宿以外にも古本屋やBarなど、やってみたいことはたくさんあり、今後もそれに向けて頑張ってい
こうと思います。
　この記事を皆さんが読んでいる時にどこまで進んでいるかはわかりませんが、私が宿をやることで
大正地区が少しでもにぎやかになるよう頑張りたいと思います。
　それでは、３年間ありがとうございました。そして、今後ともよろしくお願いします。

　みなさん、こんにちは。地域おこし協力隊の野村です。
　四万十町に来て早や３年が経とうとしています。家族と
来て暮らしていく中で大変なこともありましたが、地域の
たくさんの方から支えてもらいながら今日まで過ごすこと
ができました。
　協力隊の活動としては２年間は奥四万十を中心とした地
域活性化を、３年目は、志和の地域活性化を主に活動させ
てもらいました。任期が終了した後も引き続き頑張りたい
です。

　５月以降は四万十町を拠点に小さな移動動物園もやっていきますので、機会があればぜひ、遊びに
来てください。
　最後に、四万十町の皆さん、ありがとうございました。ご迷惑をおかけしたこともあったと思いま
すが、今後も家族共々よろしくお願いします。

岸 豊

大
塚 

智
裕

地域おこし協力隊が行く！地域おこし協力隊が行く！

野村 一将

小野 雄介

熊澤 正太

山
本 

健
一
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四万十川の

水質状況町のうごき

人口 前月比
男
女
計

世帯数

出生 死亡 転入 転出
男
女
計

適正値（mg/ｌ）
リン酸 ≦  1.0
硝　酸 ≦  0.5

アンモニウム ≦  5.0
アニオン活性剤 ≦  1.0
化学的酸素要求量 ≦10.0

調査：大正（吾川） 
資料：四万十高校自然環境部
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余
剰
分
が
、
こ
の
志
和
の
港
か
ら
大
坂
へ

「
出
荷
」さ
れ
た
。荷
を
運
ぶ
の
は
志
和
の
人

で
あ
る
。志
和
の
人
た
ち
は
運
賃
収
入
を
元

手
に
、大
坂
で
昆
布
や
衣
類
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
物
資
を
仕
入
れ
て
帰
っ
て
く
る
。そ
れ
ら

を
、窪
川
の
市（
現
在
の
古
市
町
）で
売
る
の

で
あ
る
。窪
川
地
域
の
一
大
物
流
拠
点
で

R439

R381 R56

土佐
大正

至

至 黒潮町

十川

窪川

東

6
5
11

16
17
33

8
13
21

15
5
20

が
ん
し
ょ
う

3月13日
8,256
9,227
17,483
8,556

窪川地域 12,316人 大正地域 2,473人 十和地域 2,694人

測定範囲以下
0.504

測定範囲以下
0.05
2.013

浦

　分

ー15
ー6
ー21
ー6

（2月28日）　 

あ
っ
た
志
和
に
は
、各
種
商
店
だ
け
で
は
な

く
、
大
き
な
倉
庫
や
銀
行
ま
で
あ
り
、
大
い

に
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。

　
志
和
の
人
々
が
海
運
業
を
安
定
的
に
お

こ
な
え
た
の
に
は
理
由
が
あ
る
。そ
れ
は
、

高
い
操
船
技
術
と
、
優
れ
た
造
船
技
術
を

身
に
つ
け
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

戦
国
期
、
長
宗
我
部
元
親
が
行
っ
た
調
査

に
よ
る
と
、
志
和
に
は「
船
頭
二
人
、
水
主

三
人
、
番
匠
三
人
が
い
た
」
と
あ
る
。船
頭

は
船
長
、
水
主
は
航
海
技
術
を
持
っ
た
船

員
、番
匠
は
船
大
工
で
あ
る
。1
5
9
2
年
、

豊
臣
秀
吉
に
よ
る
朝
鮮
出
兵
（
文
禄
の
役
）

で
は
、志
和
城
の
城
主
以
下
、1
0
0
名
近

く
の
家
臣
団
が
、
志
和
の
番
匠
た
ち
が

作
っ
た
船
に
乗
り
、
船
頭
と
水
主
の
操
船

に
よ
っ
て
出
兵
し
て
い
る
。

　
幕
末
、海
岸
線
の
高
台
に
は
、砲
台
が
作

ら
れ
た
。こ
れ
は
海
上
を
通
過
す
る
外
国

船
の
見
張
り
台
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し

た
。外
国
船
が
発
見
さ
れ
る
と
、
窪
川
の
役

人
に
知
ら
せ
る
た
め
の
狼
煙
が
上
が
っ
た

と
い
う
。

　
浦
分
の
氏
神
様（
産
土
神
）は
諏
訪
神
社
。

ま
た
、
志
和
に
は
室
町
時
代
の
初
め
の
建

武
二
年（
建
武
の
新
政
の
頃
）に
建
立
さ
れ

た
と
さ
れ
る
薬
師
寺
が
あ
る
。

 ☎（0880）22-3124
　（0880）22-3123FAX本文など内容の一部に見やすく読みまちがえにくい

ユニバーサルデザインフォントを採用しています。

高知市

（2月中の届出）

す
い
し
ゅ薬師寺は志和氏の菩提寺でもあった

志
和
①

し

わ

う
ぶ
す
な
が
み

の
ろ
し


